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国指定重要無形民俗文化財「徳山の盆踊」
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自助

いま一度、備えの確認を。

熊本地震で倒壊した多くの家屋（熊本県益城町にて本町派遣職員が撮影）

災災害発生時は、住民自身が自分の身は自分で守るという「自助」、近隣住民同士で助け合う害発生時は、住民自身が自分の身は自分で守るという「自助」、近隣住民同士で助け合う
「共助」、国や自治体による「公助」の３つが大切だといわれています。自然災害の発生を「共助」、国や自治体による「公助」の３つが大切だといわれています。自然災害の発生を

未然に防ぐことは困難ですが、「自助・共助・公助」の連携による減災（災害による被害を減らす未然に防ぐことは困難ですが、「自助・共助・公助」の連携による減災（災害による被害を減らす
こと）は可能です。この町で暮らすすべての町民が、それぞれの立場からできることを意識しこと）は可能です。この町で暮らすすべての町民が、それぞれの立場からできることを意識し
続けることが、災害に強いまちづくりには不可欠です。続けることが、災害に強いまちづくりには不可欠です。

❶❶ 「自助」 「共助」 「公助」で災害に強いまちへ

いつか来るかもしれない、「その時」のために・・・

４月14日、16日と立て続けに最大震度７を記録し、九州地方に甚大な被害をもたらした「熊本地震」。４月14日、16日と立て続けに最大震度７を記録し、九州地方に甚大な被害をもたらした「熊本地震」。
この災害を教訓に、いま一度、いざという時のための備えを見直してみませんか。この災害を教訓に、いま一度、いざという時のための備えを見直してみませんか。

【問】総務課・地域支援室　☎（56）2220【問】総務課・地域支援室　☎（56）2220

９/５９/５ 「身をかがめて、鼻と口をふさいで・・・」 保育園児が煙体験 「身をかがめて、鼻と口をふさいで・・・」 保育園児が煙体験
　三ツ星保育園では、地震の発生を想定した避難訓練を実施しました。川根北出張所の職員か　三ツ星保育園では、地震の発生を想定した避難訓練を実施しました。川根北出張所の職員か
ら「ハンカチを鼻と口に当てて姿勢を低くしよう」と注意点を教わると、火災時の煙に見立てたスら「ハンカチを鼻と口に当てて姿勢を低くしよう」と注意点を教わると、火災時の煙に見立てたス
モークが充満する教室を歩きました。駒井宗子園長は「訓練を通して、身を守るための知識を身モークが充満する教室を歩きました。駒井宗子園長は「訓練を通して、身を守るための知識を身
に付けていってもらえたら」と期待を寄せて話しました。に付けていってもらえたら」と期待を寄せて話しました。

まずは自分や家族の命を守ること。自分が助かれば、人を助けることができます。まずは自分や家族の命を守ること。自分が助かれば、人を助けることができます。
　今回の熊本地震では、家屋の倒壊だけでなく家具の転倒による死傷者も多数報告されています。自宅でけがをしないよ　今回の熊本地震では、家屋の倒壊だけでなく家具の転倒による死傷者も多数報告されています。自宅でけがをしないよ
うに、また被災後も自宅で生活ができるように、▷重いものは下に収納して安定させる▷家具の下部前方に板を入れ前方転うに、また被災後も自宅で生活ができるように、▷重いものは下に収納して安定させる▷家具の下部前方に板を入れ前方転
倒を防ぐ▷転倒防止金具のゆるみや劣化がないか確認するなど、家具の転倒を防ぐ備えが大切です。倒を防ぐ▷転倒防止金具のゆるみや劣化がないか確認するなど、家具の転倒を防ぐ備えが大切です。
　また、国や自治体などからの支援が遅れることも想定し、１週間程度は支援を受けずに生活ができる量の食料・水・日用品　また、国や自治体などからの支援が遅れることも想定し、１週間程度は支援を受けずに生活ができる量の食料・水・日用品
を備蓄しておくことが必要です。賞味期限切れを防ぐため、使い慣れた食材を補充しながら備蓄する「ローリングストックを備蓄しておくことが必要です。賞味期限切れを防ぐため、使い慣れた食材を補充しながら備蓄する「ローリングストック
（回転備蓄）」という方法もあります。（回転備蓄）」という方法もあります。

ここにも、一つの物語。
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共助
12/４12/４ 「さあ、次は12月」 地域防災訓練に参加しましょう 「さあ、次は12月」 地域防災訓練に参加しましょう
　12月１日は「地域防災の日」。今年は12月４日（日）に、全地区一斉に地域防災訓練を実施しま　12月１日は「地域防災の日」。今年は12月４日（日）に、全地区一斉に地域防災訓練を実施しま
す。避難経路に危険な箇所はありませんか。近所に避難が困難な方はいませんか。災害が発生す。避難経路に危険な箇所はありませんか。近所に避難が困難な方はいませんか。災害が発生
する前の今だからこそ、地域でよく話し合い、情報を共有することが大切です。する前の今だからこそ、地域でよく話し合い、情報を共有することが大切です。

公助
８/28８/28 「町民の安心・安全のために」 円滑な本部運営を目指して訓練 「町民の安心・安全のために」 円滑な本部運営を目指して訓練
　９月１日の「防災の日」に合わせて町内各地で防災訓練が行われたこの日、役場本庁舎では　９月１日の「防災の日」に合わせて町内各地で防災訓練が行われたこの日、役場本庁舎では
災害対策本部の運営訓練が行われました。今回は、県危機管理部の職員を交え、次々と伝えら災害対策本部の運営訓練が行われました。今回は、県危機管理部の職員を交え、次々と伝えら
れる被災状況に優先順位を割り振って確実に対応することに重点が置かれました。れる被災状況に優先順位を割り振って確実に対応することに重点が置かれました。

４月14日、16日と立て続けに最大震度７を記録し、九州地方に甚大な被害をもたらした「熊本地震」。
この災害を教訓に、いま一度、いざという時のための備えを見直してみませんか。

❷❷ 耐震補強はお済みですか？
「Ｔ

と う か い ぜ ろ

ＯＵＫＡＩ－０」で安心な住まいへ

ＴＯＵＫＡＩ -０とは、予想される東海地震において建物倒壊被害をなくすこ
とを目指した耐震化事業です。熊本地震では、家屋・ブロック塀の倒壊やが

け崩れに伴う家屋の崩壊が、多くの人的被害をもたらしました。どんな小さなこと
でも構いません。事業に関して気になることや聞いてみたいことなど、お気軽にお
問い合わせください。　　　　　　　　　【問】建設課・建設管理室　☎（56）2227

■ 主な内容（※昭和 56年５月以前に建てられた木造住宅が対象となります）
①わが家の専門家診断事業 専門家による耐震診断が無料で受けられます。申込みはお電話１本。

②木造住宅補強計画策定事業 補強箇所、工事費を検討する補強設計に対して、費用の 3分の 2以内を補
助します。（上限：通常９万６千円　高齢者のみの世帯：14万４千円）

③木造住宅耐震化補強事業

補強計画に基づいた耐震補強工事費用を補助します。基本額 30万円 +加
算あり（上限 50万円）。（工事内容は、壁や基礎の補強や屋根の軽
量化が一般的です。耐震補強の内容によって、税金優遇措置が受け
られる場合があります。）　　　　　　　　 揺れに効果的な金具補強▶

④がけ地近接危険住宅移転事業
がけの崩壊などにより住民の生命に危険を及ぼす恐れのある区域に存す
る危険住宅の移転事業を行うものに対し、10分の10以内を補助します。（補助対
象：住宅1戸の取り壊し費用、建設・購入にかかる借入金利子など。※限度額あり。）

⑤ブロック塀等撤去事業 道路に面した、倒壊の恐れのあるブロック塀の撤去費用を補助します｡
（上限 10万円）

万円 加

（補助対

地域の安全は地域みんなで。実践的な訓練の積み重ねで、地域防災力の向上を。地域の安全は地域みんなで。実践的な訓練の積み重ねで、地域防災力の向上を。
　　熊本地震の被災地では、地域によっては自主防災組織が無く避難所運営が行政やボランティアに委ねられていた状況が熊本地震の被災地では、地域によっては自主防災組織が無く避難所運営が行政やボランティアに委ねられていた状況が
課題としてあげられる一方で、地元の中高生をはじめとする若い力がボランティアとして活躍したといいます。特に、大規模課題としてあげられる一方で、地元の中高生をはじめとする若い力がボランティアとして活躍したといいます。特に、大規模
な災害が発生した場合、公助によって早期に実効性のある対策を講じることが難しい可能性があります。そうした事態を平な災害が発生した場合、公助によって早期に実効性のある対策を講じることが難しい可能性があります。そうした事態を平

常時から想定し、自主防災組織が中心となって訓練を重ねていくことが、地域防災力の向上に常時から想定し、自主防災組織が中心となって訓練を重ねていくことが、地域防災力の向上に
つながります。つながります。

被災地支援の経験を町の災害対策に生かし、さらなる防災体制の強化へ。被災地支援の経験を町の災害対策に生かし、さらなる防災体制の強化へ。
　町では、震災発生から２週間後の５月１日より３カ月にわたって、静岡県現地支援本部が設置された熊本県嘉島町へ役場　町では、震災発生から２週間後の５月１日より３カ月にわたって、静岡県現地支援本部が設置された熊本県嘉島町へ役場
職員４人を順次派遣しました。派遣された職員は、現地で「罹災証明」の発行業務や避難所の運営支援に携わりました。職員４人を順次派遣しました。派遣された職員は、現地で「罹災証明」の発行業務や避難所の運営支援に携わりました。

　町では今後、派遣職員による被災地での経験を町民の皆さんやほかの職員にも共有し、防災　町では今後、派遣職員による被災地での経験を町民の皆さんやほかの職員にも共有し、防災
体制を強化していきます。 職員派遣に関する【問】総務課・行政室　☎（56）2220体制を強化していきます。 職員派遣に関する【問】総務課・行政室　☎（56）2220

3

10月号_修.indd   3 2016/09/28   18:17:45



一緒に折り鶴づくり緒一緒緒緒緒一緒緒緒一緒一一緒一緒緒緒一緒一緒一緒一緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒緒緒緒一緒一緒一緒一緒一緒緒一緒一一緒一緒一緒一緒一緒一緒緒緒緒緒緒一緒一緒一一緒一緒緒一一緒一緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒一緒一緒一一緒一緒一緒一緒一一緒一緒一緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒一緒一緒一緒一緒緒緒一緒一緒一一緒一緒一緒一緒一一一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒緒緒一緒一一緒一緒一緒一緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒緒緒一緒一緒一緒一緒一緒緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒緒一緒一緒一緒一緒一一緒一緒一緒一緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒一緒一緒緒一緒一緒緒一緒一緒一緒一一緒一緒一一緒一緒一緒一緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒緒緒一緒緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒緒緒緒一緒一緒緒緒緒緒一緒緒一緒緒緒一緒緒緒一緒一緒一一緒一一緒一緒一緒一緒一緒緒緒緒緒一緒一緒緒一緒一緒一緒一一一緒一緒一緒一緒一緒一緒緒緒一緒緒一緒一緒一緒一緒緒緒一緒一緒緒一緒緒一緒一緒緒緒緒緒一緒一緒緒緒緒緒一緒緒緒緒緒緒一緒緒緒一緒一一緒緒緒緒緒緒緒緒緒一緒緒緒緒緒一緒一緒一緒緒緒緒一緒緒緒緒緒一緒緒一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒に折に折に折に折折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折折折に折に折に折に折に折に折に折に折に折に折折に折に折に折に折に折に折折に折に折に折に折に折に折折に折にに折にに折にに折に折に折折にに折に折に折に折に折に折に折に折に折に折折折に折に折折に折に折に折に折に折に折折折折に折折に折ににに折折折に折折折に折にに折折に折に折に折にに折折折折折折折に折折折折に折に折折折に折に折折折に折に折に折に折に折折に折折折折折に折に折に折に折に折に折折ににに折にににに折折に折折に折に折に折に折に折に折にに折に折折折折折ににににににに折にににに折に折ににに折折ににに折にににに折に折に折に折ににににに折にににに折にに折にに折折に折ににににに折折にに折折にににににににににににににににににに折に折折にににににににに折にににににに折ににににに折ににににににににに折折折折折にににににににににに折に折折にににににににににににににににに折に折折折折折にににににににににににに折折折折にににににに折折折折にににににに折折折折折ににににににににに折折ににににににににににに折折折折ににににに折折折ににににににに折折折折折折り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴鶴り鶴り鶴り鶴鶴鶴鶴り鶴り鶴り鶴り鶴鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴鶴り鶴りり鶴り鶴り鶴りり鶴鶴り鶴り鶴り鶴りり鶴りり鶴り鶴り鶴り鶴鶴り鶴り鶴鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴り鶴りり鶴り鶴鶴鶴り鶴り鶴りりりり鶴鶴り鶴り鶴りりりり鶴鶴鶴りりり鶴りり鶴り鶴り鶴鶴鶴り鶴りり鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴りりりり鶴り鶴鶴り鶴り鶴鶴り鶴鶴り鶴鶴りり鶴り鶴鶴鶴り鶴鶴り鶴り鶴り鶴鶴り鶴り鶴りり鶴り鶴り鶴り鶴鶴り鶴鶴鶴鶴鶴づくづくづくづくづくづくづくづくづくづづづづくづくづくづくづくづくづくづづづくづくづくくくくくくくづくづくづくくくくくづくづくづづづくづくくくくくくづづくづくづづづくくくくくくくくくづづづくづくくくくくづづくくくくくくづくくくくくくくづづづくづくづくくくづづづくづくくづづくづくくくくづづくくくくくづくくくくくくづづくくくくくくくくくくくくづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくづづくくくくくくくくくくくくくくくづくくくくくくくくくくくくくくくくくづくづづづくくくくくくくくくくくくくくくくづくくくくくくくくくくくづくくくくくくくくくくくくくづくくくくくくくくくくくくくくくづづくくくくくくくくくくづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくづづくくくくくくくくくくくくづくくくくくくくくくくくづづづづづくくくくくくくくくくくづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくづくくくくくくくくづくくくくくくくくくづくくくくくづづづくくくくくくくくくくづくくくづくくくくづくくくくくくくくくづくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

平
成
28
年
度
第
39
回「
水
の
週
間
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

県
知
事
賞
に
太
田
佳
奈
さ
ん

「
水
を
守
ろ
う
」

 

中
央
小
学
校
５
年　

太
田
佳
奈

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
社
会
科
で
、川
の
水

質
や
飲
み
水
の
こ
と
を
調
べ
た
り
学
習
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

水
質
は
学
校
の
す
ぐ
横
を
流
れ
る
長
尾
川
で
調

べ
ま
し
た
。キ
ャ
ン
プ
場
も
近
く
に
あ
り
、私
た
ち

が
小
さ
な
時
か
ら
、よ
く
遊
ん
だ
川
で
す
。見
た
目

で
は
水
は
す
き
と
お
っ
て
い
る
の
で
、水
質
が
ど

う
の
こ
う
の
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。で
も
本
当
に
き
れ
い
な
川
な
の
か
と
聞
か
れ

た
ら「
わ
か
り
ま
せ
ん
。」と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。そ

こ
で
、長
尾
川
の
水
質
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。調

べ
方
は
水
生
生
物
を
と
っ
て
、指
標
生
物
か
ら
水

質
を
調
べ
る
方
法
で
す
。実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
や
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
、き
れ
い

　

私
た
ち
の
生
活
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、ト
イ

レ
に
し
て
も
お
ふ
ろ
に
し
て
も
、台
所
に
し
て
も

よ
ご
れ
た
も
の
を
水
で
全
部

流
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。流
し
た
水
の
こ
と
は
考

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
川
の
水
質
を

調
べ
て
み
る
と
生
活
は
い
水

の
流
れ
込
ん
で
い
る
所
は
、

そ
う
で
な
い
所
に
比
べ
る

と
、ず
い
ぶ
ん
よ
ご
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、川
の
水
を

よ
ご
し
て
い
る
の
は
自
分
た

ち
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。逆
に
考
え
れ

ば
、私
た
ち
が
気
を
つ
け
る

こ
と
で
、川
の
水
を

き
れ
い
に
す
る
こ

　

さ
て
、私
た
ち
が
生
活
の
中
で
使
っ
て
い
る
水

は
ど
こ
か
ら
流
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。水
は
山

か
ら
流
れ
て
き
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
大
雨
が
ふ

る
と
、き
た
な
く
な
り
ま
す
。で
も
、三
日
く
ら
い

す
る
と
も
と
ど
お
り
の
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま

す
。そ
の
わ
け
は
、山
で
よ
ご
れ
や
ど
ろ
を
す
い
と

っ
て
、き
れ
い
な
水
に
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。山

に
木
が
た
く
さ
ん
生
え
、手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る

と
、川
の
水
に
も
栄
養
が
た
く
さ
ん
入
り
、お
い
し

い
水
が
で
き
る
そ
う
で
す
。だ
か
ら
山
が
な
い
と
、

き
れ
い
な
水
も
お
い
し
い
水
も
で
き
ま
せ
ん
。山

は
、水
の
お
母
さ
ん
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

水
を
大
切
に
す
る
に
は
、私
た
ち
が
水
を
む
だ

使
い
し
た
り
、よ
ご
し
た
り
し
な
い
と
い
う
使
い

方
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、山
を
大
切
に
す
る
こ
と

も
、水
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
す
。わ
た
し
た
ち
が
山
を
大
切
に
す

次
代
を
担
う
小
中
学
生
に
水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

次
代
を
担
う
小
中
学
生
に
水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

県
が
毎
年
開
催
し
て
い
る「
水
の
週
間
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」。

県
が
毎
年
開
催
し
て
い
る「
水
の
週
間
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」。

今
年
度
は
、県
内
小
中
学
生
６
９
８
点
の
応
募
の
中
か
ら
、

今
年
度
は
、県
内
小
中
学
生
６
９
８
点
の
応
募
の
中
か
ら
、

中
央
小
学
校
５
年
の
太
田
佳
奈
さ
ん
が
見
事
、最
優
秀
賞
の
県
知
事
賞
を
獲
得
し
た
。

中
央
小
学
校
５
年
の
太
田
佳
奈
さ
ん
が
見
事
、最
優
秀
賞
の
県
知
事
賞
を
獲
得
し
た
。

ま
た
、同
じ
く
中
央
小
５
年
の
板
谷
沙
輝
さ
ん
が
県
教
育
長
賞
に
、

ま
た
、同
じ
く
中
央
小
５
年
の
板
谷
沙
輝
さ
ん
が
県
教
育
長
賞
に
、

本
川
根
小
５
年
の
村
松
昌
哉
く
ん
が
私
学
協
会
長
賞
に
輝
い
て
い
る
。

本
川
根
小
５
年
の
村
松
昌
哉
く
ん
が
私
学
協
会
長
賞
に
輝
い
て
い
る
。

―― 自分たちになくてはならない水に、になくてはならない水に、
もっと自分からかかわっていこうと思います。と自分からかかわっていこうと思います。

◀
作
文
を
手
に
、受
賞
を
よ
ろ
こ
ぶ
太
田
さ
ん
。

　

後
ろ
は
、文
中
に
登
場
す
る
長
尾
川
。

▲ヒラタカゲロウの幼虫 ▲ヘビトンボの幼虫

4ここにも、一つの物語。ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう広報かわねほんちょう
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「大切な水を守る」「大切な水を守る」
　　私はもっと水を大切にしたいと思います。水にかぎりがあ私はもっと水を大切にしたいと思います。水にかぎりがあ
り、使いすぎると水が無くなってしまうと思ったからです。あり、使いすぎると水が無くなってしまうと思ったからです。あ
る夜、水道管がはれつしてしまい断水になってしまった時、いる夜、水道管がはれつしてしまい断水になってしまった時、い
つもは当たり前に使っている水が出ないと本当に困ることをつもは当たり前に使っている水が出ないと本当に困ることを
知りました。そして今まで水をいいかげんに使っていたことに知りました。そして今まで水をいいかげんに使っていたことに
気づき、反省しました。歯みがきの時にコップを使うなど、水の気づき、反省しました。歯みがきの時にコップを使うなど、水の
出しっぱなしを減らす努力を続けていきたいと思います。　出しっぱなしを減らす努力を続けていきたいと思います。　
　もう一つ、私が水を大切にしたいと思う理由は、私が好きな　もう一つ、私が水を大切にしたいと思う理由は、私が好きな

水辺の生き物の命を守りたいからです。私たちの地いきの水道水は、水源が山にあります。し水辺の生き物の命を守りたいからです。私たちの地いきの水道水は、水源が山にあります。し
かし、日照りが続いたときなどは、茶畑にまく水を川からとることもありました。川から水をとるかし、日照りが続いたときなどは、茶畑にまく水を川からとることもありました。川から水をとる
と川の水が無くなります。水が無くなるということは私たちの生活が大へんになるばかりでなと川の水が無くなります。水が無くなるということは私たちの生活が大へんになるばかりでな
く、川に住む生物や身近な植物も、命があやうくなるということです。く、川に住む生物や身近な植物も、命があやうくなるということです。
　水を大切にするためには、私ひとりががんばっても、目に見える効果はありません。でも多く　水を大切にするためには、私ひとりががんばっても、目に見える効果はありません。でも多く
の人が、水を大切にしようと考えたら、きっと効果が表れることと思います。まずは家族から、の人が、水を大切にしようと考えたら、きっと効果が表れることと思います。まずは家族から、
そして学校へ、地いきへと、「水を大切にしよう」の考えが広まっていったら、うれしいです。そして学校へ、地いきへと、「水を大切にしよう」の考えが広まっていったら、うれしいです。

「玄関から見える景色がいつまでも」「玄関から見える景色がいつまでも」
　　ぼくの家の前には、長島ダムのダム湖が一面に広がっていまぼくの家の前には、長島ダムのダム湖が一面に広がっていま
す。気持ちのいい大自然の中で、毎日生活しています。す。気持ちのいい大自然の中で、毎日生活しています。
　授業の中で、先生が「もしきれいな水がなくなってしまったら、　授業の中で、先生が「もしきれいな水がなくなってしまったら、
どうする。」と言いました。そこで、水について振り返ってみるこどうする。」と言いました。そこで、水について振り返ってみるこ
とにしました。始めに、一日の生活の中でどんなことに水を使っとにしました。始めに、一日の生活の中でどんなことに水を使っ
ているか考えてみました。ぼくの家族は５人です。お皿を洗う枚ているか考えてみました。ぼくの家族は５人です。お皿を洗う枚
数も多いし、５人とも歯磨きなどを毎日するので、想像すると、も数も多いし、５人とも歯磨きなどを毎日するので、想像すると、も
のすごく多い水を使っていることに驚きました。のすごく多い水を使っていることに驚きました。
　しかし、暮らしていく中で、どれも元気に過ごしたり、健康的に生活したりするために大切なこ　しかし、暮らしていく中で、どれも元気に過ごしたり、健康的に生活したりするために大切なこ
となので水を使うことはしかたのないことかもしれません。だから、本当に必要な量だけを使っとなので水を使うことはしかたのないことかもしれません。だから、本当に必要な量だけを使っ
て、節水に心がけようと思いました。て、節水に心がけようと思いました。
　これからの生活の中で、水を使わずに生活することはできないけれど、水を大切にする気持ち　これからの生活の中で、水を使わずに生活することはできないけれど、水を大切にする気持ち
をもって節水に心がけながら使うことはできます。そうすることで、今後、何十年、何百年先もきをもって節水に心がけながら使うことはできます。そうすることで、今後、何十年、何百年先もき
れいな水を使える未来であってほしいと思います。きっとそれは、ぼくの家の玄関から見えるきれいな水を使える未来であってほしいと思います。きっとそれは、ぼくの家の玄関から見えるき
れいな長島ダム湖や景観を守ることにつながると思います。れいな長島ダム湖や景観を守ることにつながると思います。

　町内の小学校では、積極的にさまざまな作文コンクールへ参加してい　町内の小学校では、積極的にさまざまな作文コンクールへ参加してい
るほか、ブックステップ事業（町からの本の寄贈）など本にふれる機会もるほか、ブックステップ事業（町からの本の寄贈）など本にふれる機会も
多く、日頃から「文章を書く力」が身につきやすい環境にあるといえます。多く、日頃から「文章を書く力」が身につきやすい環境にあるといえます。
また、今回受賞した皆さんは、生活や授業の中での体験から生まれた気また、今回受賞した皆さんは、生活や授業の中での体験から生まれた気
づきや、自然や郷土を愛する気持ちを、作品内でていねいに表現していづきや、自然や郷土を愛する気持ちを、作品内でていねいに表現してい
ます。水辺の自然に親しむ本町の子どもたちならではの感性と、それを　ます。水辺の自然に親しむ本町の子どもたちならではの感性と、それを　
まっすぐに伝える文章技術が、大いに評価されたのではないでしょうか。まっすぐに伝える文章技術が、大いに評価されたのではないでしょうか。

な
水
に
住
ん
で
い
る
水
生
生
物
が
と
れ
、長
尾
川

の
水
質
は
き
れ
い
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。で
も
、生
活
は
い
水
が
流
れ
こ
ん
で
い
る
所
に

は
、き
た
な
い
水
の
指
標
生
物
の
ヒ
ル
が
い
ま
し

た
。ず
っ
と
こ
の
ま
ま
生
活
は
い
水
が
流
れ
こ
め

ば
、長
尾
川
の
水
も
よ
ご
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。で
す
か

ら
、野
菜
い
た
め
な
ど
油
を
使
っ
た
ら
、

用
具
や
食
器
を
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
ふ
い

て
か
ら
洗
う
よ
う
に
し
、油
を
流
さ
な
い
こ
と
や

洗
ざ
い
を
使
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な

ど
、心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

る
こ
と
は
、山
に
行
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま

る
と
思
い
ま
す
。も
っ
と
も
っ
と
身
近
な

山
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
自
分

た
ち
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
水
に
、も
っ
と
自
分

か
ら
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

―― 自分たちになくてはならない水に、―― 自分たち
もっと自分からかかわっていこうと思います。もっ

県教育長賞　板谷沙輝さん（中央小５年）

私学協会長賞　村松昌哉くん（本川根小５年）

大橋慶士教育長に聞く大橋慶士教育長に聞く  「町内小学生の受賞者が多い理由」「町内小学生の受賞者が多い理由」

※板谷さん・村松くんの作品については、内容要旨でのご紹介とさせていただきました。
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川根本町I
アイティー
Tキャンプを開催します

IT　の　チ　カ　ラ　で

世　界　と

つ　な　が　る　！

　プログラミングを経験したことのない初心者でも、楽しみながらプログラミングによる「ものづくり」
を体験できる IT キャンプに参加しませんか。まずは、IT キャンプの概要に関する事前ガイダンスを開
催しますので、ぜひご参加ください。  　【問】情報政策課・情報政策室　☎（56）2221

小中高生対象

日時：平成28年 10月 28日（金）午後７時から
場所：若者交流センター奥流（徳山1547-31）
対象：小学５・６年生、中学生、高校生（保護者の
　　　方もお誘い合わせてご参加ください。）
内容：IT キャンプの概要説明
申込：メール・電話・Webフォームにて

Mail：joho@town.kawanehon.lg.jp
☎：（56）2221

◀WebフォームアクセスQRコード
（スマートフォン用）

　小・中・高校生を対象とした、最新の IT技術を学ぶ
イベントです。すでに全国各地の大学キャンパスを会場
に、スマートフォンアプリ開発、Web デザイン制作、
オリジナルゲーム開発などのプログラミングによる「も
のづくり」を体験する ITキャンプがさかんに開催され
ています。町でも今後、整備された ICT基盤を活用し、
最先端の技術にふれる機会を多く創出することで、IT
教育の先進地を目指していきます。

日時：平成28年 10月 28日（金
ガイダンスを開催します

小 中 高校生を対象と
IT キャンプとは？

　プログラミング教育とは、コンピューターを動かすプ
ログラムの仕組みや作り方を学ぶ教育です。近年では、
プログラマーを養成するための特別な教育としてだけで
はなく、コンピューターが浸透した社会において、日常
生活でも活かせるような論理的思考力や問題解決能力を
身につけるための教育としても期待されています。
　平成 32 年度からは小学校におけるプログラミング教
育が必修化される予定で、今後、中学校や高校でもプロ
グラミング教育の拡充が検討されています。

プ グ ググググ教育教育教育教育育育 ピ
注目される「プログラミング教育」

講師 ㈱パドラック 代表取締役　杉本 等 氏

　普段使っているスマホやパソコ
ンなどは、ソフトウェア（プログ
ラム）で動いています。今、全国
各地では皆さんと同じ中高生がプ
ログラムを作ること（プログラミ
ング）を勉強し始めています。ま
ずはこの機会に、その魅力と奥深
さを体験してみてください。 6ここにも、一つの物語。

広報かわねほんちょう

10月号_修.indd   6 2016/09/28   18:17:52



▼老若男女が舞い手の後に続き、鹿ん舞への飛び入り参加を楽しんだ。

【
ヒ
ー
ヤ
イ
】

【
狂
言
】

　

８
月
15
日
、
徳
山
区
に
て
、

徳
山
古
典
芸
能
保
存
会
会
員

と
町
内
小
中
学
生
な
ど
に
よ
っ

て
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
の
「
徳
山
の
盆
踊
」
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
区
内
10
カ
所
以
上

の
地
点
で
鹿
ん
舞
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
午
後
に
は
神
楽
を
奉
納
す

る
例
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
、
徳
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防

災
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
た
舞
い
手

の
一
行
は
、
愛
宕
地
蔵
堂
の
前
で

ヒ
ー
ヤ
イ
を
奉
納
し
た
後
、
徳
山

浅
間
神
社
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、
中
心
に
設
け
ら
れ

た
舞
台
で
は
ヒ
ー
ヤ
イ
と
狂
言

が
、
そ
の
周
囲
で
は
鹿
ん
舞
が
交

互
に
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
時
に
優

雅
で
、
時
に
力
強
い
演
目
の
数
々

が
、
夜
が
更
け
る
に
つ
れ
て
増
え

て
い
く
見
物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

▲力を合わせて「露払い」に挑戦。

▲牡鹿役（中央）の竹越康晴くんは中川根中３年。最後の年に任された▲牡鹿役（中央）の竹越康晴くんは中川根中３年。最後の年に任された
　大役に「本物の鹿のように元気よく跳ねる」と意気込んだ。　大役に「本物の鹿のように元気よく跳ねる」と意気込んだ。

【
鹿
ん
舞
】

夏の宵に浮かぶ夢舞台

国指定重要無形民俗文化財　徳山の盆踊
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平成29年４月からの

保育園・幼稚園の
「新規入園園児」を募集します

●●
対
象
と
す
る
児
童

対
象
と
す
る
児
童

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
、

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
、

家
庭
で
十
分
な
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
。

家
庭
で
十
分
な
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
。

①①  
児
童
の
保
護
者
が
家
庭
の
外
に
勤
め
て
い

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
の
外
に
勤
め
て
い

る
場
合

る
場
合

②②  
児
童
の
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ

て
、
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い

て
、
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い

る
場
合

る
場
合

③③  

児
童
の
保
護
者
が
長
期
の
傷
病
や
心
身
障

児
童
の
保
護
者
が
長
期
の
傷
病
や
心
身
障

が
い
、
ま
た
は
母
親
が
出
産
前
後
で
あ
る

が
い
、
ま
た
は
母
親
が
出
産
前
後
で
あ
る

場
合
場
合

④④  

児
童
の
保
護
者
が
火
災
、
風
水
害
、
震
災

児
童
の
保
護
者
が
火
災
、
風
水
害
、
震
災

そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

場
合
場
合  

 
  

 

　
　
　
　

　
　
　
　

    
な
ど
な
ど

●●
必
要
書
類
の
配
布
期
間

必
要
書
類
の
配
布
期
間

　　

1010
月月
1111
日（
火
）か
ら

日（
火
）か
ら

●●
書
類
配
布
場
所

書
類
配
布
場
所

福
祉
課
・
福
祉
室
、総
合
支
所
福
祉
介
護
室
、

福
祉
課
・
福
祉
室
、総
合
支
所
福
祉
介
護
室
、

町
内
各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
施
設

町
内
各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
施
設

●●
募
集
期
間

募
集
期
間

　　

1010
月月
2020
日（
木
）か
ら

日（
木
）か
ら
1111
月
８
日（
火
）ま
で

月
８
日（
火
）ま
で

●●
受
付
場
所

受
付
場
所

福
祉
課
・
福
祉
室
、総
合
支
所
福
祉
介
護
室
、

福
祉
課
・
福
祉
室
、総
合
支
所
福
祉
介
護
室
、

町
内
各
保
育
園

町
内
各
保
育
園

●●
そ
の
他

そ
の
他

　

保
育
園
は
、
随
時
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

　

保
育
園
は
、
随
時
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
保
育
時
間
な
ど
保
育
園
に
よ
っ
て
異

ま
す
。
保
育
時
間
な
ど
保
育
園
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
育
園
へ
連
絡
し

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
育
園
へ
連
絡
し

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

①①
町
立
三
ツ
星
保
育
園

町
立
三
ツ
星
保
育
園　　

  

☎（☎（
5656
）０
０
４
３

）０
０
４
３

　
（
上
長
尾
５
７
０
番
地
の

　
（
上
長
尾
５
７
０
番
地
の
11
））

②
町
立
桜
保
育
園

②
町
立
桜
保
育
園　
　
　

　
　
　

  

☎（☎（
5959
）２
２
０
１

）２
２
０
１

　
（
東
藤
川
９
１
５
番
地
）

　
（
東
藤
川
９
１
５
番
地
）

③
私
立
徳
山
聖
母
保
育
園

③
私
立
徳
山
聖
母
保
育
園  

☎（☎（
5757
）２
２
３
４

）２
２
３
４

　
（
徳
山
１
８
６
５
番
地
）

　
（
徳
山
１
８
６
５
番
地
）

福
祉
課
・
福
祉
室

福
祉
課
・
福
祉
室  

☎（☎（
5656
）２
２
２
４

）２
２
２
４

福
祉
介
護
室

福
祉
介
護
室  

☎（☎（
5858
）７
０
７
１

）７
０
７
１

●●
教
育
方
針
に
つ
い
て

教
育
方
針
に
つ
い
て

①①  

運
動
指
導
・
野
外
活
動

運
動
指
導
・
野
外
活
動

幼
児
期
に
適
切
な
運
動
や
水
泳
の
指
導
を

幼
児
期
に
適
切
な
運
動
や
水
泳
の
指
導
を

通
し
て
、
身
体
と
と
も
に
知
能
の
発
育
を

通
し
て
、
身
体
と
と
も
に
知
能
の
発
育
を

促
し
、
自
信
を
育
て
ま
す
。
野
外
活
動
の

促
し
、
自
信
を
育
て
ま
す
。
野
外
活
動
の

機
会
を
多
く
持
ち
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念

機
会
を
多
く
持
ち
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念

や
探
究
心
を
養
い
、
体
力
を
増
強
し
ま
す
。

や
探
究
心
を
養
い
、
体
力
を
増
強
し
ま
す
。

②②  

音
楽
と
表
現
活
動

音
楽
と
表
現
活
動

音
楽
の
感
性
を
養
い
心
を
育
て
る
た
く
さ

音
楽
の
感
性
を
養
い
心
を
育
て
る
た
く
さ

ん
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
身
体
表
現
や
楽
器

ん
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
身
体
表
現
や
楽
器

演
奏
を
通
し
て
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
体
験

演
奏
を
通
し
て
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
体
験

し
ま
す
。

し
ま
す
。

③③  

知
的
発
達
活
動

知
的
発
達
活
動

幼
児
の
知
的
興
味
を
誘
う
教
材
や
遊
具
を

幼
児
の
知
的
興
味
を
誘
う
教
材
や
遊
具
を

用
い
、
全
国
共
通
の
教
育
要
領
に
基
づ
い

用
い
、
全
国
共
通
の
教
育
要
領
に
基
づ
い

た「
遊
び
」を
通
じ
、
一
人
一
人
の
個
性
に

た「
遊
び
」を
通
じ
、
一
人
一
人
の
個
性
に

応
じ
た
発
達
を
促
し
ま
す
。

応
じ
た
発
達
を
促
し
ま
す
。

④④  

心
の
教
育

心
の
教
育

目
に
見
え
な
い
高
い
精
神
に
対
す
る
尊
敬

目
に
見
え
な
い
高
い
精
神
に
対
す
る
尊
敬

の
心
を
養
い
、
神
秘
を
受
け
止
め
る
心
を

の
心
を
養
い
、
神
秘
を
受
け
止
め
る
心
を

大
切
に
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
き
た

大
切
に
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
き
た

こ
と
に
感
謝
し
、
お
互
い
に
認
め
合
い
、

こ
と
に
感
謝
し
、
お
互
い
に
認
め
合
い
、

穏
や
か
な
人
と
人
と
の
関
係
を
育
て
ま
す
。

穏
や
か
な
人
と
人
と
の
関
係
を
育
て
ま
す
。

●●
入
園
の
ご
案
内

入
園
の
ご
案
内

①①  

通
園
時
間

通
園
時
間　　

午
前
８
時

午
前
８
時
3030
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
ご
希
望
に
よ
っ
て
は
、
通
園
バ
ス
の
便

※
ご
希
望
に
よ
っ
て
は
、
通
園
バ
ス
の
便

宜
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
の
事
情

宜
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
の
事
情

に
よ
り
、
通
常
時
間
を
越
え
て
の
預
か
り

に
よ
り
、
通
常
時
間
を
越
え
て
の
預
か
り

保
育
を
午
後
５
時
ご
ろ
ま
で
実
施
し
ま
す
。

保
育
を
午
後
５
時
ご
ろ
ま
で
実
施
し
ま
す
。

②②  

休
園
日

休
園
日

　

土
・
日
曜
日
、
国
民
祝
祭
日

　

土
・
日
曜
日
、
国
民
祝
祭
日

※
第
１
、
第
３
土
曜
に
は
、
小
学
生
と
合

※
第
１
、
第
３
土
曜
に
は
、
小
学
生
と
合

同
の
土
曜
学
校
を
開
催
し
ま
す
。

同
の
土
曜
学
校
を
開
催
し
ま
す
。

③③  

入
園
の
条
件

入
園
の
条
件

満
３
歳
に
達
し
た
子
か
ら

満
３
歳
に
達
し
た
子
か
ら

※
年
度
途
中
で
も
、
３
歳
に
な
っ
た
日
か

※
年
度
途
中
で
も
、
３
歳
に
な
っ
た
日
か

ら
入
園
で
き
ま
す
。

ら
入
園
で
き
ま
す
。

④④  

納
付
金

納
付
金

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
」の
適
用
に
よ

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
」の
適
用
に
よ

り
町
の
支
援
を
受
け
て
、
所
得
に
応
じ
た

り
町
の
支
援
を
受
け
て
、
所
得
に
応
じ
た

保
育
料
と
な
り
ま
す
。

保
育
料
と
な
り
ま
す
。

⑤⑤  

申
込
受
付
期
間

申
込
受
付
期
間　　

1111
月
末
日
ま
で　

月
末
日
ま
で　

　
　
　

学
校
法
人
か
わ
ね
学
園

　
　
　

学
校
法
人
か
わ
ね
学
園さ

ゆ
り
幼
稚
園

さ
ゆ
り
幼
稚
園

☎（☎（
5757
）２
２
３
３　

℻  （

）２
２
３
３　

℻  （
5757
）２
２
３
９

）２
２
３
９

（
徳
山
８
４
５
）

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
問
】

町
内
３
保
育
園

さ
ゆ
り
幼
稚
園

（
徳
山

（
徳
山

88ここにも、一つの物語。ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう広報かわねほんちょう
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　島田市にて、第19回日本太鼓ジュニ　島田市にて、第19回日本太鼓ジュニ
アコンクール静岡県予選会が開催さアコンクール静岡県予選会が開催さ
れ、赤石太鼓保存会ジュニアチームれ、赤石太鼓保存会ジュニアチーム
が出場しました。が出場しました。
　この大会は、18歳以下、15名以内の　この大会は、18歳以下、15名以内の
チーム編成による大会で、上位２チーチーム編成による大会で、上位２チー
ムが３月に行われる全国大会に出場
します。
　赤石太鼓保存会ジュニアチーム
は、「山河」という新曲を演奏し、県
内の約２０チームが出場する中、見内の約２０チームが出場する中、見
事３位入賞を果たしました。事３位入賞を果たしました。
　チームリーダーを務めた千澤　チームリーダーを務めた千澤
竜馬くん（川根高校３年）は、「３人竜馬くん（川根高校３年）は、「３人
という少ない人数で、全国大会出という少ない人数で、全国大会出
場に向けて練習を頑張ってきま場に向けて練習を頑張ってきま
した。結果は悔しいですが、本番した。結果は悔しいですが、本番
では納得のいく演奏ができましでは納得のいく演奏ができまし
た。今までお世話になったすべた。今までお世話になったすべ
ての方に感謝したいです」と笑ての方に感謝したいです」と笑
顔で話しました。顔で話しました。

　「かわね来風スポーツクラブ」に所属する湯　「かわね来風スポーツクラブ」に所属する湯
口峻祐くん（中川根南部小６年）と鈴木篤郎口峻祐くん（中川根南部小６年）と鈴木篤郎
くん（中川根第一小６年）が、小学生陸上競技くん（中川根第一小６年）が、小学生陸上競技
大会の静岡県選考会で入賞し、愛知県で開大会の静岡県選考会で入賞し、愛知県で開
催された東海大会に出場しました。催された東海大会に出場しました。
　湯口くんは６年生男子100㍍に出場し、　湯口くんは６年生男子100㍍に出場し、
予選で公認自己ベストの12秒81を記録、予選で公認自己ベストの12秒81を記録、
決勝では２位に輝きました。鈴木くんは、決勝では２位に輝きました。鈴木くんは、
５・６年生男子走り高跳びに出場。身長約５・６年生男子走り高跳びに出場。身長約
140㌢と小柄ながらその跳躍力を発揮140㌢と小柄ながらその跳躍力を発揮
して125㌢を記録、９位となりました。して125㌢を記録、９位となりました。
　結果に満足することなく、「悔しい」　結果に満足することなく、「悔しい」
と感想を口にする２人。10月には県小と感想を口にする２人。10月には県小
学生陸上競技選手権への出場を予定学生陸上競技選手権への出場を予定
しており、「ライバルに先行されるとしており、「ライバルに先行されると
顎が出てしまうので姿勢に気をつけ顎が出てしまうので姿勢に気をつけ
たい」（湯口くん）、「129㌢の自己記たい」（湯口くん）、「129㌢の自己記
録に近づくと緊張して固くなって録に近づくと緊張して固くなって
しまうので、リラックスして競技し
たい」（鈴木くん）と、すでに気持ち
は前へと向かっています。

しし

8/28

8/27-28

この夏、さま
ざまな場所

で輝いた川
根本町の子

どもたち。

その中から
、各種大会で

優秀な成績
をおさめた

２組をご紹
介します。

しまうので、リラックスして競技ししまうので、リラックスして競技し
たい」（鈴木くん）と、すでに気持ちたい」（鈴木くん）と、すでに気持ち
は前へと向かっています。は前へと向かっています。

8/
の夏 さまざ

まな場所で
輝いた川根

本町の子ど
もたち。

会で優秀な
成績をおさ

めた２組を
ご紹介しま

す。
めたもっともっと上上へへ！！

もっともっと前前へへ！！

9
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たうんとぴっくす

「お達者度」 男性 　位・女性 　 位に輝く

第70回全国茶品評会審査結果
「相藤園が１等を受賞、産地賞（普通煎茶４㌔）は２位」

▲相藤園 相藤令治さん

　８月３日、県は市町別の「お達者度」（2013 年版）を発表し、川根本町は、男性が 18年９カ月で１位に、
女性が 21年 10 カ月で県内３位に輝きました。お達者度は、65歳から元気で自立して暮らせる期間を算
出し市町別に示した指標のことで、本町の昨年順位は男性が２位、女性が４位でしたが、男女とも順位が
上がりました。
　県健康増進課は、上位市町の傾向として「適度な運動」「多世代同居や働き世代との交流が多い」「社会
参加の機会がある」といったことが挙げられると分析しています。

誰もが気軽に集える場でいきいきと
　９月５日、瀬平区集会所では「ケアラーズカフェ」が開催され、
崎平区から地名区までの 37 人が参加しました。ケアラーズカフェ
は、家族を介護している人に限らず、さまざまな立場や世代の人た
ちが集い、お互いがケアラー（＝支える人）となって気軽に交流で
きる場となっています。
　この日は、掛川市で接骨院を営む田旗敬造さんを講師に迎え、座っ
たままでできる簡単な体操を実践しました。雑談を交えながら終始
和やかな時間の中で体を動かし、質問タイムでは参加者が「朝起き
ると腰や背中が痛む」と話すと、田旗さんは「いきなり起き上がる
のではなく、まずは寝床の中でゆっくりストレッチしてみましょう」
とアドバイスしていました。
　植村哲司さん（瀬平区＝ 77歳）は「地区で役員をやっているから、
という理由もあるけど、自分の健康づくりのためにもできるだけ参加するように心
がけている。男性メンバーは固定してきたから、もっといろんな人が来るようにな
るといいね」と笑顔で話しました。

学界からも注目される「健康寿命」
　この日は、アメリカのジェームスマディソン大学で地域コミュニティーと健康寿
命の関係性を研究している田仲希三子氏が訪れ、参加者にアンケート調査を実施し
ました。田仲氏は「欧米では、人口が少ない地域ほど、健康寿命が短く健康への意識も低いことが多い。
今回の調査で、地域内での支え合いが健康寿命に与える影響を解明できたら」と期待を寄せて話しました。

　 　　  

識も低 とが多

▲この日は７人の男性陣が参加した

▲新聞紙を丸めた棒を使って体操

▲アンケートを実施
　した田仲氏

　第70回全国茶品評会が三重県鈴鹿市
で行われ、普通煎茶４㌔の部で相藤園 相
藤令治さんが１等４席を受賞しました。
　相藤さんは「関係者の皆さんのご協力
で出品できたので、とても感謝している。
産地賞に届かなかったことは残念だが、
町内からの出品茶が多く入賞し、川根茶
の優秀さを示すことができたと思う」と
話しました。
　今回の結果は右のとおりです。

【問】産業課・農業室　☎（56）2226

▶普通煎茶４㌔（上位順に記載）
１等…▷相藤園 相藤令治
２等…▷つちや農園 土屋鉄郎
　　　▷川崎好和
　　　▷ティーサークル徳山
　　　　　　　　代表 中野利広
３等…▷相藤農園 相藤直紀
▶普通煎茶10㌔
32位…丹野園 丹野浩之
▶釜炒り茶
36位…瀬沢製茶共同組合 組合長 瀧尾輝久
89位…川根本町茶業振興協議会 ヒロヲ茶生産組合

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 10
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８/26

8/16

８/27

さらなる地域福祉の充実に向けて

動画で地域の魅力を発信する「住民ディレクター」の養成講座が始まりました

スタジオ形式の即興３分番組を体験した参加者

　住民自らが企画・出演・撮影などを担い情報発
信を行う「住民ディレクター」の養成講座の第１
回目が、山村開発センターで開催されました。
　全国50以上の地域で養成、普及に努める岸本
晃さんが講師を務め、参加者は即興３分番組の
制作や町内での取材体験を実践しました。
　岸本さんは、参加者が撮影した動画を講評し
た上で「地域住民しか知らないことや地域の独
自性を動画で町内外へ発信していくことで、ま
ちの魅力や住民の愛着心がより高まっていくは
ず」と参加者に呼び掛けました。

・ 　　「動画」でまちの魅力の発信を

川岸に灯
とも

された幻想的な盆送り火
下長尾地区で伝統行事「百八たい」が開催されました

勢いよく燃え上がったたいまつの炎が川面を照らしました

　下長尾地区前の大井川河川敷にて盆の送り火
「百八たい」が行なわれ、区民や帰省中の家族
連れなど、約 100 世帯が参加しました。
　僧侶の読経と七夕飾りの焚

た

き上げ後、初盆を
迎えた家庭から順に、40㌢ほどに積み上げた
まきに火を放ちました。川岸に沿って並んだ炎
が辺りを幻想的に照らし、対岸や橋の上の見物
客を魅了しました。百八たいは同地区で続く
伝統行事で、由来は定かではないものの、江
戸時代に発生した鉄砲水の犠牲者を慰霊する
川
か わ せ が き

施餓鬼を起源とする説が伝えられています。

９/13交流通じ地域の「食」への思い新たに
町内で中部６市町の食推協が交流、それぞれの活動への理解を深める

　県健康づくり食生活推進協議会中部連絡会と
県中部健康福祉センターは、本川根Ｂ＆Ｇ海洋
センターにて地域交流会を開催し、６市町（焼
津・藤枝・牧之原・島田市と吉田・川根本町）から
推進員ら102人が参加しました。参加者は体育
館にて輪投げや球技などのレクリエーションで
汗を流した後、昼食を食べながら市町ごとに日
頃の活動内容について発表しました。町食推協
の森下升美会長（奥泉区）は「他市町の活動も参
考にしながら食推協の魅力を発信し、地域の食
生活を守っていきたい」と話しました。

▲イベントへの参加や「おさそい会」などの取り組みを発表

川 根 本 町 の ま ち の 話 題

者

▲講師の岸本さん

の取り組みを発表の取り組みを発表

▶ヤマメや野菜など、町内産の食材が
　ふんだんに使われた昼食

11
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や
ま
び
こ
号
の
コ
ー
ス

地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 文　沢 壱町河内 小　竹
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：30 10：50 11：15 13：00 13：50 14：10 14：30

発 9：35 10：00 10：25 10：45 11：05 11：35 13：20 14：00 14：20 14：40
尾呂久保 上長尾集会所 三共生コン 八中集会所 中央小学校 高郷NTT 梅　高 水　川

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：25 11：05 13：00 13：25 13：55 14：30
発 9：40 10：20 10：45 11：25 13：20 13：45 14：15 14：50

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 高郷住宅 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：20 13：30 13：55 14：25 14：45

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：40 13：45 14：15 14：40 15：00
崎平集会所 柳三集会所 田　代 坂　京 総合支所 本川根小学校 秋葉山常夜灯 富士城

Ｄコース 着 9：20 9：45 10：10 10：40 11：20 13：00 13：25 14：00
発 9：40 10：05 10：20 11：00 11：40 13：20 13：45 14：20

桑野山 沢間区公会堂 八　木 大谷区集会所 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 千頭西
Ｅコース 着 9：30 9：55 10：30 11：00 13：00 13：25 14：15

発 9：50 10：15 10：50 11：20 13：20 13：45 14：35
藤川西平 子育て支援施設 藤川区事務所 小井平 青部集会所 第一小学校 徳山防災センター 正　島 田野口駅

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：25 10：55 13：05 13：30 13：55 14：25
発 9：30 9：55 10：15 10：45 11：15 13：25 13：50 14：15 14：45

上岸集会所 前山区集会所 平　栗 町文化会館 資料館やまびこ 奥泉集会所
Gコース 着 9：30 9：55 10：40 11：15 13：30 14：10

発 9：50 10：15 11：00 12：00 13：50 14：30

【
問
】文
化
会
館　

☎（
59
）３
１
０
６

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

17月 定例健康相談　山村開発センター 9：30～11：00
榛原医師会健診結果説明会（9／21久野脇集会所）　久野脇集会所 13：30～15：00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 D

18火 子宮頸がん・乳がん検診　文化会館 （9：15～11：00）

19水 いやしの里診療所　整形遠隔外来（要予約） 15:00～17:00
いやしの里診療所　一般外来 16:00～18:00 E

20木
あそびの教室　桜保育園 10：00～11：30
榛原医師会健康診査　山村開発センター （13：00～14：00）
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00

21金 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約） 14:00～17:00 F

22土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

23日
高木医院
島田市川根町身成
3288-1
0547-53-2006

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

24月 地区健康相談　奥泉集会所 10：00～11：30
地区健康相談　大谷地区集会所 13：30～15:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 G

25火 榛原医師会健診結果説明会（9／27梅高受診者）　梅高集会所 13：30～15:00

26水
定例健康相談　文化会館 9：00～10：00
定例乳幼児相談　文化会館 10：00～11：30
榛原医師会健康診査　徳山コミュニティ （13：00～14：00）
いやしの里診療所　一般外来 16:00～18:00

A

27木
あそびの教室　徳山聖母保育園 10：00～11：30
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌科遠隔外来（要予約） 14:00～17:00

28金
１歳６ヵ月児・３歳児健康診査　山村開発センター （12：50～13：15）
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00
いやしの里診療所　皮膚科遠隔外来（要予約） 14:30～17:00

B

29土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

30日
本川根診療所
川根本町千頭 1147-1
0547-59-3811

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

31月 榛原医師会健診結果説明会（10／4田野口受診者）田野口集会所 9：30～11：00
榛原医師会健診結果説明会（10／3崎平受診者）崎平集会所13：30～15:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 C

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。
町議会の傍聴等のお問い合わせは議会事務局　☎（56）2229　まで。

動画配信のお知らせ

　広報紙の一部について、№116号から
動画配信をはじめました。動画で見るこ
とができる記事は、下記マークが目印で
す。ぜひ、「かわねフォン」または町ホーム
ページの「川根本町公式チャンネル」でご
確認ください。

▶ 10 月号は、
「徳山の盆踊」
「百八たい」など
の様子を動画で
配信します。

志太榛原地域救急医療センター
（内科・小児科） 10月の診療時間

診療時間
月曜～木曜日　午後７時30分～10時
金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
※ただし10月1日（土）、9日（日）、16日（日）、23
日（日）、30日（日）の午後10時から翌日午前
７時は小児科のみの診療です。
　☎054（644）0099

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 12
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▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ☎（57）2231　休館日：日、月、祝日

くらしの
カレンダー 月

20161010
役
場
本
庁

総
合
支
所
ほ
か

【代表電話番号】 ☎ 56-1111
１Ｆ　税務課 ☎ 56-2223
　　　福祉課 ☎ 56-2224
　　　地域包括支援センター ☎ 56-2225
　　　生活健康課 ☎ 56-2222
　　　建設課 ☎ 56-2227
　　　出納室 ☎ 56-2228
２Ｆ　総務課 ☎ 56-2220
　　　企画課・情報政策課 ☎ 56-2221
　　　産業課 ☎ 56-2226
３Ｆ　議会事務局 ☎ 56-2229

【代表電話番号】 ☎ 59-3111
１Ｆ　商工観光課 ☎ 58-7077
　　　管理室 ☎ 58-7073
　　　住民生活室 ☎ 58-7070
　　　福祉介護室 ☎ 58-7071
　　　産業建設室 ☎ 58-7076
　　　教育総務課 ☎ 58-2555
　　　生涯学習課 ☎ 58-7080
　文化会館 ☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎ 59-3332
　山村開発センター ☎ 56-2231

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

行　政　相　談
10月12日（水）　９：00～11：30　文化会館
【問】総務課　☎（56）2220

社会福祉協議会「よろず行政相談」
10月12日（水）　９：00～11：30　文化会館

社会福祉協議会「よろず相談」
10月19日（水）　９：00～11：30　改善センター
【問】川根本町福祉センター事務所　☎（59）2315
　　川根本町中川根高齢者デイサービスセンター事務所　☎（56）1872

　　法　　律　　相　　談
10月26日（水）　10：00～15：00　福祉センター

精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）
10月19日（水）　中部健康福祉センター（藤枝市）13：15受付（断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課☎054（644）9281

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

2 日
大下医院
川根本町下長尾 219-1
0547-56-0019

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

3 月
静岡厚生病院健診結果説明会（9／2地名受診者）　地名集会所 9：30～11：00
静岡厚生病院健診結果説明会（9／5開発センター受診者）　山村開発センター 13：00～14：30
榛原医師会健康診査　崎平集会所 （13：00～14：00）

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 F

4 火 子宮頸がん・乳がん検診　山村開発センター （9：15～10：30）（13：00～13：30）
榛原医師会健康診査　田野口集会所 （13：00～14：00）

5 水 定例乳幼児相談　山村開発センター 9：30～11：00
いやしの里診療所　一般外来 16:00～18:00 G

6 木
静岡厚生病院健診結果説明会（9／8奥泉受診者）　奥泉集会所 9：30～11：00
静岡厚生病院健診結果説明会（9／7～8文化会館受診者）　文化会館 13：00～14：30
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌科遠隔外来（要予約） 14:00～17:00

7 金 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約） 14:00～17:00 A

8 土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

9 日
さくらい整形外科
島田市金谷根岸町 140-15
0547-47-1500

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

10月
鈴木内科医院
川根本町徳山 826-1
0547-58-3100

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 体育の日

11火 静岡厚生病院健診結果説明会（9／9山村開発センター受診者）　山村開発センター 9：30～11：00
静岡厚生病院健診結果説明会（9／12山村開発センター受診者）　山村開発センター 13：00～14：30

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

12水 榛原医師会健康診査　瀬平集会所 （13：00～14：00）
いやしの里診療所　一般外来 16:00～18:00 B

13木
静岡厚生病院健診結果説明会（9／13～14徳山コミュニティ）　徳山コミュニティ 9:30～11:00
静岡厚生病院健診結果説明会（9／14～15徳山コミュニティ）　徳山コミュニティ 13:00～14：30
特設人権相談所開設　山村開発センター 13:00～16:00
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00

14金 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約） 14:00～17:00 C

15土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

16日
すぎもと耳鼻咽喉科クリニック
島田市金谷東１丁目 931番地
0547-47-3387

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

『榛原歯科医師会からのひと言アドバイス』

歯周病菌は歯周ポケットから血液中
に入り込み全身を循環し、体のさま
ざまな場所で次のような病気を引き起こ
したり悪化させたりします。

・認知症・糖尿病・動脈硬化・狭心症・誤嚥性肺炎
・メタボリックシンドローム・低栄養　など

♬口腔ケアでこころもからだもいきいきと♬

☎生活健康課・健康室　（56）2222

「いやしの里診療所」10月の診療カレンダー

診療時間 水曜日　　  午後４時～午後６時
　　　　 木・金曜日 午前９時～午後５時
　　　　 土曜日　　 午前９時～正午
※診療日は水～土曜日です。詳しくは本表「くらし
のカレンダー」でご確認ください。 ☎（59）2102
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○
保
険
証
が
〝
う
ぐ
い
す
色
〞
に
変
わ
り
ま
す
！

　

国
保
に
加
入
す
る
方

の
世
帯
に
9
月
中
旬
、

〝
う
ぐ
い
す
色
〞
の
新

し
い
保
険
証
を
送
付
し

ま
し
た
。
お
手
元
に
届

い
て
い
る
保
険
証
に
記

載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
な
ど

に
誤
り
が
な
い
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
は
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
の
で
大
切

に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
藤
色
の
保
険
証
は
、
10

月
1
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
各
自
責

任
を
も
っ
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年

9
月
30
日
ま
で
で
す
が
、
平
成
29
年
9
月
30

日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
人
の
保
険
証
の
有
効

期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
。

▼
保
険
証
の
右
上
に
赤
字
で
〝
退
〞
の
表
示
が

あ
り
、
平
成
29
年
9
月
30
日
ま
で
に
65
歳
に

な
る
人
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
誕
生
月

の
末
日
（
1
日
生
ま
れ
の
人
は
誕
生
日
の
前

日
）
ま
で
。

○
こ
ん
な
と
き
は
必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
!!

　

国
保
に
加
入
す
る
場
合
や
他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
た
め
に
国
保
を
や
め
る
場
合
に
は
、

14
日
以
内
に
役
場
本
庁
の
生
活
健
康
課
ま
た
は

総
合
支
所
の
住
民
生
活
室
へ
必
ず
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
加
入
時
の
注
意
点
】

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、
資
格

が
発
生
し
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

間
の
医
療
費
は
、
や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
を
除
い
て
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
脱
退
時
の
注
意
点
】

　

国
保
を
や
め
る
場
合
で
、
国
保
の
保
険
証
が

手
元
に
あ
る
た
め
に
、
う
っ
か
り
病
院
な
ど
で
保

険
証
を
使
っ
て
し
ま
う
と
、
国
保
で
負
担
し
た
医

療
費
を
返
納
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
手
続
き
の
際
の
注
意
点
】

　

手
続
の
際
に
は
、
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
認
印
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
別
世
帯
の
方
が
手
続
さ
れ
る
際
に
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
。

10
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

こんなときは 届出に必要なもの
●他の市区町村から転
入したとき

他の市区町村の
転出証明書

●職場の健康保険をや
めたとき
●職場の健康保険の被
扶養者でなくなった
とき

職場の健康保険を
やめた証明書

●子供が生まれたとき 父母等の保険証、
出生を証明するもの

●生活保護を受けなく
なったとき 保護廃止決定通知書

●外国籍の人が加入す
るとき

在留カードまたは
特別永住者証明書

こんなときは 届出に必要なもの
●他の市区町村に転出
するとき 保険証

●職場の健康保険に加
入したとき
●職場の健康保険の被
扶養者になったとき

国保と職場の
健康保険の保険証

●生活保護を受けると
き

保険証、
保護開始決定通知書

●死亡したとき 保険証、
死亡を証明するもの

●外国籍の人がやめる
とき

保険証、在留カードま
たは特別永住者証明書

こんなときは に届出を14日以内14日以内こ
コーケンくん

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

生
活
健
康
課
・
町
民
室（
本
庁
）　

☎（
56
）２
２
２
２

住
民
生
活
室（
総
合
支
所
）　

☎（
58
）７
０
７
０

加入加入するときするとき 脱退脱退するときするとき

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 14
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生
活
健
康
課
・
健
康
室（
本
庁
）　

☎（
56
）２
２
２
２

住
民
生
活
室（
総
合
支
所
）☎（
58
）７
０
７
０

平
成
28
年
度　

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種（
定
期
予
防
接
種
）費
用
助
成
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
負
担

し
て
お
り
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
対
象
者
❶
に
該
当
す

る
方
に
は
、
既
に
通
知
を
送
付
さ
せ
て

お
り
ま
す
が
、
町
が
接
種
費
用
の
一
部

を
負
担
す
る
機
会
は
、
生
涯
に
一
度
と

な
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
こ
の
機
会
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

■
定
期
予
防
接
種
対
象
者
❷

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、心
臓
、

腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

■
対
象
と
な
ら
な
い
方

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
で
あ
っ
て

も
、
既
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ

サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）
の
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方

■
接
種
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日（
金
）〜

 

平
成
29
年
3
月
31
日（
金
）

　
■
自
己
負
担
金

　

３
千
円
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給

者
は
無
料
）

　
※
接
種
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
か
ら
３
月
末
頃
に
発
送
し
ま

し
た
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
は
担
当
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

年
金
、
河
川
の
管
理
、
雇
用
、

道
路
、
電
波
・
通
信
な
ど
、
国
の

仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、「
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」「
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
行
政
に
関
す
る
住

民
の
皆
さ
ん
の
苦
情
や
要
望
、
問

い
合
わ
せ
な
ど
を
お
聞
き
し
、
解

決
を
図
る
の
が
「
行
政
相
談
」
で

あ
り
、
身
近
な
窓
口
と
な
る
の
が

「
行
政
相
談
委
員
」
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
し
て
い
る
民
間
の
有
識
者

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
方
で
す
。

　

下
記
の
と
お
り
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
町
の
行
政
相
談
委
員

　

川
根
本
町
で
は
、
２
名
の
行
政

相
談
委
員
が
皆
さ
ん
の
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
10
月
、
11
月
の
定
例
相
談
日

10
月
12
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

 

川
根
本
町
文
化
会
館（
小
長
井
）

11
月
16
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
 

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー（
高
郷
）

▼
総
務
省
静
岡
行
政
評
価
事
務
所

〒
４
２
０
―
０
８
５
３

静
岡
市
葵
区
追
手
町
９
―
５
０

 

（
静
岡
地
方
合
同
庁
舎
５
階
）

☎
０
５
４（
２
５
４
）１
１
０
０

℻  
０
５
４（
２
５
４
）６
５
１
３

０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談
受
付

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
m
ain_sosiki/hyouka/

soudan.htm
1

ご
存
知
で
す
か
？
行
政
相
談
委
員

行
政
相
談
週
間　

10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）

山田俊男さん（上長尾区）
☎（56）0385

岡本　優さん（小長井区）
☎（59）2204

総
務
課
・
行
政
室　

☎（
56
）２
２
２
０

■定期予防接種対象者❶

65歳 昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生まれの方

70歳 昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生まれの方

75歳 昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生まれの方

80歳 昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生まれの方

85歳 昭和 6年4月2日～昭和 7年4月1日生まれの方

90歳 大正15年4月2日～昭和 2年4月1日生まれの方

95歳 大正10年4月2日～大正11年4月1日生まれの方

100歳 大正 5年4月2日～大正 6年4月1日生まれの方

15
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara

商
工
観
光
課
・
商
工
交
流
室　

☎（
58
）７
０
７
７

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
本
庁
舎（
上
長
尾
）窓
口
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

住
民
の
住
環
境
改
善
と
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

川
根
本
町　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

こ
の
補
助
金
は
、町
内
の
事
業
者

（
工
務
店
、建
築
業
者
等
）を
利
用
し

て
住
宅
の
修
繕
や
改
築
を
す
る
際

に
、補
助
金（
商
工
会
商
品
券
）を
交

付
す
る
制
度
で
す
。こ
の
制
度
に
よ

り
、町
内
事
業
者
へ
の
発
注
が
増
加

し
、町
内
の
商
工
業
が
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
・
条
件
】

▼
町
民
が
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
、建
築

後
10
年
以
上
経
っ
た
家
屋

▼
工
事
費
が
30
万
円
以
上
で
、町
内
の

業
者
を
利
用
す
る
こ
と

▼
過
去
に
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
交
付

を
受
け
た
こ
と
が
無
い
こ
と

▼
本
町
の
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
申
請
し
た
年
度
の
3
月
31
日
ま
で
に

工
事
が
完
了
す
る
こ
と

※
居
住
し
て
い
な
い
建
物（
倉
庫
等
）の

改
築
、備
品（
家
具
家
電
等
）の
購
入
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
交
付
申
請
す
る
前
に
工
事
着

工
し
た
も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
具
体
的
な
施
工
例
】

▼
屋
根
、家
の
外
壁
を
塗
装
す
る

▼
天
井
、屋
根
を
張
り
替
え
る

▼
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
に
替

え
る

▼
屋
根
、家
の
外
壁
を
塗
装
す
る

▼
キ
ッ
チ
ン
、お
風
呂
場
を
リ
フ
ォ
ー
ム

▼
階
段
に
手
す
り
を
付
け
る

▼
家
の
段
差
を
解
消
す
る

▼
畳
か
ら
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
替
え
る

な
ど

　

住
宅
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
や
機

能
向
上
の
た
め
の
増
改
築
な
ど
が
施

工
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
補　

助　

率
】

　

工
事
費
の
20
％
以
内（
上
限
：
20
万

円
、千
円
未
満
切
捨
て
）

【
交
付
の
方
法
】

　

こ
の
補
助
金
は
、川
根
本
町
商
工

会
発
行
の「
商
品
券
」に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
ま
す
。

　

申
請
者
の
方

へ
の
現
金
払
い

や
口
座
振
込
に

よ
る
補
助
金
交

付
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

　

そ
の
他
、詳

し
い
内
容
や
条

件
、「
こ
の
施
工

も
対
象
に
な
る

の
？
」な
ど
ご

相
談
は
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
・
商
工
交
流
室　

☎（
58
）７
０
７
７

川
根
本
町 

創
業
は
じ
め
の
一
歩
セ
ミ
ナ
ー

　

古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
サ
イ
ー
」

を
会
場
と
し
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空

気
の
中
で
、
ご
く
ご
く
気
軽
に
話

を
聴
け
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
自
慢
の

「
玄
米
菜
食
の
料
理
」
も
堪
能
す
る

チ
ャ
ン
ス
。

　

創
業
に
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、

何
か
き
っ
か
け
が
欲
し
い
…
な
ど
、

心
の
も
や
も
や
解
消
に
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
16
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

　

※
受
付
：
午
前
9
時
30
分
か
ら

会
場　
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
サ
イ
ー
」

（
桑
野
山
２
７
６
―
１
）
☎（
59
）２
３
０
８

対
象　

川
根
本
町
内
で
の
創
業
に
興

味
あ
る
方
、
ま
た
は
創
業
3
年
以

内
の
方

応
募
締
切　

10
月
12
日（
水
）

定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

費
用　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
で

す
。
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

左
表
の
①
か
ら
⑥
の
窓
口
に
配
架

中
の
参
加
申
込
書
（
コ
ピ
ー
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
い
ず
れ
か
に

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
直
接
持
参

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
メ
ー
ル
本

文
に
必
要
事
項
を
直
打
ち
し
て
の

送
信
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
中
で
す
。

主
催　

川
根
本
町
・
川
根
本
町
商
工
会
・
島
田
信
用
金
庫
・
日
本
政
策
金
融
公
庫

▲「アサイー」を開業した
　宮原 淳さん・美季さん夫妻

◀【講師】　柴田弘美さん
オリーブ biz 代表
2003年 SOHOビジネスコンテス
ト優秀賞
20年の専業主婦からネットショッ
プで1000万円を売り上げ
（一社）起業家育成協会、ダイバーシ
ティ・デザイン・ラボ理事長
法政大学大学院研究生 政策学修士

❶川 根 本 町 役 場
　商工観光課

☎ 0547-58-7077 FAX 0547-59-3116
E-mail  shoko-kanko@town.kawanehon.lg.jp

❷川根本町商工会本所 ☎ 0547-56-0231 FAX 0547-56-1622

❸川 根 本 町 商 工 会
　本川根支所 ☎ 0547-59-2258 FAX 0547-59-2429

❹島 田 信 用 金 庫
　経営サポート部

☎ 0547-37-5186 FAX 0547-37-5191
E-mail  mst@shimashin.co.jp

❺島 田 信 用 金 庫
　川根支店 ☎ 0547-56-1131 FAX 0547-56-1728

❻日本政策金融公庫静岡支店
　国民生活事業 ☎ 054-254-4411 FAX 054-251-6135

実際にキッチンをリフォームされた方の写真です。
綺麗に、使いやすくなりました。

Before After

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 16
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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネッ
トワーク事務局を担当。この４月から一般社団法
人エコティかわねの事務局長としてエコツーリズ
ムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティ
かわね 事

務局長

神東美希
の

商
工
観
光
課
・
商
工
交
流
室　

☎（
58
）７
０
７
７

はかりの定期検査を実施します
１．定期検査の対象となるはかり
①商店や工場等で取引に使うはかり
②薬局等で薬剤調合用に使うはかり
③荷物運送業等で荷物の料金を決めるために使うはかり
④茶、乾し椎茸等を販売するために使うはかり
⑤学校、病院等で健康診断書の作成のために使うはかり

２．検査日程
検 査 日 検 査 時 間 検 査 場 所

11月 7日（月） 午後１時から午後４時まで 川根本町文化会館

11月 8日（火） 午前 10時から午後４時まで 川根本町役場総合支所

11月 9日（水） 午前 10時から午後４時まで 徳山コミュニティ防災センター

11月10日（木） 午前 10時から午後２時まで 川根本町役場本庁舎

３．はかりの定期検査受検者には検査日の約 1週間前に「計量器定期検査通知書（はがき）」
が送付されます。

おかげさまで、この夏は例年以
上に大忙し。夏休み期間中と

いうこともあって、お客様のほと
んどが親子連れでした。たくさん
のお客様をおもてなししました
が、特に印象的だったのは、２組の
お客様です。

一組目は、接岨湖でのカヤック
体験に来てくださった町内

在住の親子。学校の授業でカヤッ
クに乗ったことはあるものの、接
岨湖まで来るのは初めて。雄大な
自然の中でのカヤック体験は格別
だったようで「川根本町にこんな
にいい場所があったなんて知りま
せんでした」とおっしゃってくだ
さいました。

８月11日、木の駅かわねと共
催で行った「モクモクたいけ

ん」では、本町出身の親子が。今は
町外で暮らしているそうですが、
帰郷した際に子どもさんを連れて
参加してくれました。プロの木こ
りの技を間近で見たり、チェーン
ソーを使って木を伐ったり、木工
工作をやったりと「木」に親しむ一
日でした。

このお客様は帰り際に「自分の
故郷でこんな体験ができる

とは思っていませんでした。この
ような活動をしていただいてあり
がとうございます。」という言葉を
残してくれました。

エコティが企画するプログラ
ムは決して安くはありませ

ん。「地元なのにそんなお金払っ
てまで…」と敬遠する人もいるで
しょう。しかし私たちは町内に住
む方や故郷を離れていった人たち
にこそ、エコティのプログラムを
体験していただきたいのです。

大切なものは案外身近にあっ
たりします。こんなに自然に

あふれた地域なのにそれに触れる
ことなく、都市にばかり出かけて
いくのはもったいない‼　体験を
通じてこの町の良さを感じてもら
いたいし、感じたことをまた他の
誰かに伝えてほしいのです。

ツーリズム（観光業）として外
からのお客様を呼び込むの

と同時に、中にいる住民の皆さん
に地域の魅力をお伝えするのも、
私たちの大切な使命だと思ってい
ます。ぜひエコティかわねを活用
してください。

接岨湖でのカヤック体験にて。カヤッ
クだけでなく水遊びも大人気でした。

17
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生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

生
涯
学
習
の
ひ
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ば

教
育
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習
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☎（
58
）７
０
８
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移
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こ
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☎（
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）３
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６

川根自動車株式会社
川根本町上長尾869-2　　☎0547（56）0150

!!貴方好みのオリジナルの車に仕上げてみませんか!!
川根自動車では貴方のご要望に応じて
オプション部品の製作・取り付けをしております。
オリジナルの車で、作業にドライブに楽しんでみましょう！

徳山 吉川様　愛用のハイゼット徳山 吉川様　愛用のハイゼット

海海の子・山の子交流教室の子・山の子交流教室
「海の体験」を行いました！「海の体験」を行いました！

　８月18日（木）～19日（金）に、川根本町と焼津市の小
学校４・５年生37人が参加し、焼津市にて「海の子・山
の子交流教室『海の体験』」が行われました。はごろも
フーズ株式会社での工場見学や、鰹や鮪が保管されて
いるマイナス60℃の超低温冷蔵庫体験、プラネタリウ
ム観覧、焼津特産黒はんぺん作りなど、海のまち焼津な
らではの体験をしました。
　２日間の共同生活をするなかで交流も深まり、海の
体験を行った子どもたちからは、「いろいろな体験をし
て川根本町とは違う生活をしていることがわかった」
と感想が聞かれました。
　来年の５月には、川根本町で「山の体験」を行います。

文文化会館から化会館から
お知らせお知らせ

　普段から何気なく使っている「言葉」と「身体」。
ちょっと意識を変えるだけで、もっと開放的に、
もっとコミュニケーション上手になれるのです。
　『演劇』というより『遊び』に近い楽しいワークショップです。

【内容】
◆小学生ワークショップ
日　時：10月9日（日） 午前10時から午後３時
会　場：川根本町文化会館
対　象：小学校4～6年生
参加費：500円（昼食付）
※9日は各小学校を巡る送迎バスを運行します。

◆一般ワークショップ
日　時：10月10日（月・祝） 午前10時から午後３時
会　場：川根本町文化会館
対　象：どなたでも（町内外・経験不問）
参加費：500円（昼食付）

【講師】　田上　豊（たのうえ ゆたか）
劇作家、演出家。田上パル主宰。1983年生まれ。熊本県出身。高校生、大学
生とのクリエーション、リーディング、市民劇団への書き下ろしなど、劇
団外での創作活動も展開。

【申込み・問合せ先】　文化会館　☎59-3106

むむつみ学級つみ学級
第３回学習会を開催します。第３回学習会を開催します。

10月20日（木）　　メガソーラーの見学
　中部電力のご協力をいただき清水のメガソーラーを見学し、太陽光発電の仕組みを学び、自
然エネルギーの実際と電気の大切さを考えます。

子どもは演劇で、もっと伝え上手に。
おとなは演劇で、もっと自由に。
演劇ワークショップ参加者募集

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 18
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農機具の購入・修理・改造など、お気軽にご相談下さい。
地域のお店だからこそ、丁寧に・迅速に対応致します。

川 根 本 町 上 長 尾 7 9 5 － 1
Tel・Fax 56-0006　IP 050-3363-2252前 田 機 材

☆お買い得情報☆

この機会に予約（10/1 ～）！購入は来年２月の当店展示会にて！展示会価格からさらに下記値引！
乗用機：定価の 1％　茶刈機・カルチ等３千円～２万円（機種別）の特別値引＆景品

落合刃物 本社にて感謝祭 10/28（金）
29（土）開催！

ふふるさと発見団るさと発見団
第２回学習会を行いました！ ８月４日（木）～５日（金）第２回学習会を行いました！ ８月４日（木）～５日（金）

　町内の小学校４・５・６年生15名が参加し、ふるさと発見団のメインイベント「キャンプ」を行いまし
た。今回の活動では、お茶やブルーベリーを使ったお菓子作り、水辺の安全教室、ミステリートンネル周辺
の自然観察、流しそうめんなど川根本町の自然や食材に改めて触れる機会となりました。
　楽しい活動の中で、ふるさと発見団員の心のつながりを深めるとともに、ふるさとの良さを再発見する
ことができました。

「徳「徳山の盆踊」山の盆踊」
調査報告書が完成 !!調査報告書が完成 !!

　重要無形民俗文化財「徳山の盆踊」の調査報告書が完成しました。平成
26年度、平成27年度の2年間にわたり、民俗、神楽、美術など多様な知見
からまとめました。
　付録のＤＶＤは、平成9年に旧中川根町教育委員会が制作した重要無形民俗文化財「徳山の盆踊」の記
録ビデオをＤＶＤに変換したものです。
　数量限定で販売しています。お気軽にお問い合わせください。

◆販売価格：１冊3,000円（送料別）
◆販売場所・川根本町役場総合支所（生涯学習課）
　　　　　・川根本町文化会館

【問合せ先】
　川根本町教育委員会生涯学習課　☎58-7080 

 １日（土）　小学校５年生県外体験学習　結団式（文化会館）
12日（水）　トレーニング講習会（B&G海洋センター）
19日（水）～21日（金）　小学校５年生県外体験学習（北海道）

10 月の予定

○町民ギャラリー（年中無休）
●神輿――  千個以上のアルミ缶で作った、銀色に輝く神

輿と常夜灯で、存在感のある大きな作品です。

○文化会館（休館日―毎週月曜日と第３日曜日）
●榛原地区文化連盟作品展
●本川根中生徒の作品展

※月末および月初めは、作品の入れ替え作業により展示作品が変わる場合があります。10 月の展示

皆さまお誘いあわせの
うえご観覧下さい！
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くらしの情報ページ
E-mail　kodomo-m@pref.
shizuoka.lg.jp

看護職のための合同就職相談会

（公社）静岡県看護協会
　未就業の看護職、定年退職、退職・
転居予定の看護職、看護学生の方！
　地域の施設が相談ブースを設
け、現場経験を持つ看護職相談員
が再就職のご相談に応じます。
日時：平成28年11月5日（土）
午後１時から午後３時30分まで
会場：静岡県看護協会会館
求人施設：中部地域の病院や福祉
施設及び訪問看護ステーション
 （約30施設）
主催：静岡県・静岡県ナースセンター
共催：ハローワーク（公共職業安定所）
参加費：無料
申込み：不要、保育あり
【問】（公社）静岡県看護協会　静岡
県ナースセンター
☎054（202）1761
FAX054（202）1762
E-mail　shizuoka ＠ nurse-
center.net

「快適なカーライフは日頃の点検から」
忘れないで！愛車の点検
中部運輸局静岡運輸支局

　毎月９・10月は国土交通省が行
う「自動車点検整備推進運動」の強
化月間です。
　ドライバーの皆さん、クルマの
健康管理は日常点検と定期点検が
基本です。
　日頃細やかな点検を行ってい
れば、運転中のトラブルの多くは
回避できます。クルマの健康管理
は、クルマを守るだけでなく、人の
命や環境を守ることにつながりま
す。
　日常点検や定期点検をしっかり
行う習慣を身に付けましょう。
詳しくは http://www.tenken-
seibi.com
【問】中部運輸局静岡運輸支局
　☎054（261）7622

「国の教育ローン」のご案内

日本政策金融公庫
　日本政策金融公庫国民生活事業
では、高校、短大、大学、専修学校、
各種学校や外国の高校、大学等に
入学・在学するお子さまをお持ち

のご家庭を対象に教育貸付をして
います。「国の教育ローン」は公的
な制度です。
▶ご利用いただける方
融資の対象となる学校に入学・在
学される方の保護者（生計を維持
されている方）で、子どもの人数に
応じ、子どもの人数が１人の場合
は世帯年収が790万円以内（所得
は590万円以内）。
▶融資額
学生・生徒１人につき350万円以
内
▶利率
年1.9％（平成28年５月10日現在）
▶返済期間
15年以内（母子家庭、交通遺児家
庭の方などは３年の延長が可能）
▶使いみち
入学金、授業料、教科書代など
▶返済方法
毎月元利均等返済（ボーナス時増
額返済も可能）
▶保証
（公益）教育資金融資保証基金（連
帯保証人による保証も可能）
【問】教育ローンコールセンター
　　☎0570-008656
　　☎03（5321）8656

川 根 本 町 の 人 口 平成 28年９月１日現在

世帯数 2,929世帯（ -13 ） 出生 2 人

総人口 7,344 人 （ -27 ） 死亡 9 人

男　性 3,575 人 （ -12 ） 転入 1 人

女　性 3,769 人 （ -15 ） 転出 20 人

※（　）内は前月比、右欄は今月中の異動  ※外国人の数を含む

今 月 の 納 期
町県民税 第３期分
国民健康保険 第４期分
後期高齢者医療保険料 第３期分 
納期限は 11月２日です。口座振替の人は
11月２日に引き落とされます。残高の確
認をお願いします。税務課 ☎（56）2223

毎月１回 地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介しています。是非一度聞きに来て下さい。
１．開催日時　平成 28 年 10 月 16 日（第三日曜日）
　　　　　　　１回目　11：00 ～　２回目　13：30 ～
２．開催場所　茶茗舘　３．語り手　薗田はる・西村かつ子・澤井初美
（語り手は都合により変更する場合があります。）
 中川根語り部の会「話楽座」（事務局 /薗田はる☎（56）0374）

ここにも、一つの物語。
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■本庁代表 ☎（56）1111　■総合支所代表 ☎（59）3111

小売りいたします　お気軽にどうぞ
町内への配達もいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・■FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店

行政書士無料相談所を
開設します

県行政書士会島田支部
　行政書士は、他人の依頼を受け
て、官公署に提出する書類その他
権利義務または事実証明に関する
書類の作成を行います。
　また、作成した書類を官公署へ
提出する手続きについて代理する
ことや行政書士が作成することが
出来る契約その他に関する書類を
代理人として作成したり、相談に
応じることも行っています。（ただ
し、他の法律で制限されている事
項は除きます。）
　静岡県行政書士会島田支部は、
下記日程により無料相談所を開設
し、皆さまのご質問にお答えしま
す。行政書士は、頼りになる街の法
律家です。お気軽にご利用くださ
い。
日時：11月６日（日）
午前９時から午後３時まで
場所：山村開発センター
【問】県行政書士会島田支部・
 中澤莊也　☎（56）1330

交通事故の補償問題で
お困りの方へ

（公財）交通事故紛争処理センター静岡相談室
　自動車事故の被害にあわれ、示
談をめぐる損害賠償の問題でお困
りの方へ、センターの弁護士が中
立・公正な立場で、当事者間の紛争
解決のお手伝いをします。
　被害者ご本人が損害賠償問題の
法律知識が無かったり、交渉に不
慣れであっても安心です。
　法律の専門家を活用することに

より、早期に紛争解決を図ること
が出来ます。
　センターの弁護士費用は、解決
するまで一切かかりません。
　まずは、電話で予約をお願いい
たします。
【問】（公財）交通事故紛争処理セン
ター静岡相談室
☎054（255）5528
静岡市葵区黒金町11－7　三井
生命静岡駅前ビル４階

いろんなことが一度に聞ける
一日限りの無料相談

静岡県専門事業者団体連絡協議会
　静岡県専門事業者団体連絡協議
会（９団体）では、各構成団体間の
密接な連携により、その共通する
事業を行い、もって地域社会の発
展、並びに公共福祉の増進に貢献
することを目的に、本年も「くらし
の無料合同相談会」を実施します。
❶開催日時　11月26日（土）
午前10時30分から午後4時まで
❷場所
ペガサート7階大会議室　B-nest内
静岡市葵区御幸町3－21
（静岡駅から徒歩5分、新静岡セ
ンター隣）
❸相談内容
　不動産・建築・耐震・税金・登記・
年金・経営相談・法律手続きなど各
分野の専門家がお応えします。
❹申込方法　当日会場で受付
❺主　　催　静岡県専門事業者団
体連絡協議会
【問】静岡県土地家屋調査士会
 （担当　河合）
〒422-8006　静岡市駿河区曲

金6-16-10
☎054（282）0600
FAX 054（282）0650

「子育て支援員研修（基本研修）を
開催します

静岡県こども未来課
　県では子ども・子育て支援新制
度施行に伴い必要となる保育・子
育て支援の人材確保のため、「子育
て支援員研修」を開催します。
❶研修内容
子育て支援員研修（基本研修）
　子育て支援分野に従事するため
に必要な知識や技能等を習得する
ための全国共通の研修
❷研修日程
①平成29年２月１日（水）
午前9時45分から午後3時30分まで
②平成29年２月10日（金）
午後10時から午後4時まで
❸会場　静岡県男女共同参画セン
ターあざれあ　大会議室
❹定員　110名
❺対象者
　静岡県内在住又は在勤者であっ
て、地域において保育や子育て支
援等の仕事に関心を持ち、県内に
おいて保育や子育て支援分野に従
事することを希望する者及び現に
従事している者
❻受講申込受付期間
11月10日（木）～11月30日（水）
 【必着、先着順】
❼受講費用　無料。但し、資料代
（500円）は実費徴収。
【問】静岡県こども未来課
☎054（221）3485
FAX054（221）3521
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川根高等学校の「今」を紹介する
学校レポーターズコラム

ここにも、一つの物語。
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ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。
（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）
島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック
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私
た
ち
川
根
高
校
吹
奏
楽
部

は
、
７
月
31
日
に
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
中
部
地
区
予
選
に
参
加
し

ま
し
た
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当
日
の
会
場
は
緊
張
感
に
包
ま

れ
て
い
て
、
私
た
ち
も
不
安
な
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
楽

し
ん
で
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
声

を
掛
け
合
い
ま
し
た
。
結
果
は
銅

賞
で
し
た
。
私
を
含
め
３
年
生
に

と
っ
て
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
だ
っ

た
の
で
と
て
も
悔
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
審
査
員
の
評

価
が
去
年
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い

た
こ
と
で
す
。
３
年
生
は
こ
の
大

会
で
引
退
し
ま
し
た
が
、
下
級
生

た
ち
に
は
前
向
き
な
気
持
ち
で
来

年
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
私
は
吹
奏
楽
部

に
入
部
し
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
吹
奏
楽
に
関
す
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
集
団
を
ま
と
め
る
難

し
さ
な
ど
、
将
来
、
社
会
人
に
な

る
際
に
も
役
に
立
つ
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
音
楽
に
関
す
る
関
心
も

深
ま
り
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
で
は
、
多
く
の
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
す
べ
て
３
年
間
支
え
て
く

れ
た
卒
業
生
や
下
級
生
、
顧
問
の

先
生
方
の
お
か
げ
で
す
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ま
た
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後
輩
た
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に
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培
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音
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い
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。
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、
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２
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動
し
て
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。
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長
に
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い
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話
を
３
年
生
た
ち
に
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い
て
か
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分
に
部
長
が
務
ま

る
の
か
不
安
で
悩
む
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
言
葉
で
何
か
を
伝
え
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は
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し
く
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前
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つ
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し
、
部
長
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推
薦

さ
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た
か
ら
に
は
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
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。

　

今
、
私
た
ち
は
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
体
育
祭
な
ど
の
学
校
行
事
で

の
演
奏
に
向
け
て
、
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
パ
ー
ト
練
習
で
は
、

ま
ず
楽
譜
を
歌
う
こ
と
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
楽
譜
を

歌
え
な
か
っ
た
ら
楽
器
で
演
奏
で

き
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
講
師
の
先
生
に
教
わ
り
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
部
活
動
で
は
、
私
た
ち

も
楽
し
み
な
が
ら
聴
い
て
く
だ
さ

る
方
々
に
も
楽
し
い
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
演
奏
を
目
指
し
練

習
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。
私
自

身
も
部
長
と
し
て
成
長
し
た
姿
を

見
せ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ここにも、一つの物語。
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戸籍の窓辺 出生・婚姻・おくやみ

お誕生おめでとう
地　区 氏　名 性別 保護者

奥 泉 横
よこ

道
みち

　陽
ひ

茉
ま

女 将

高 郷 藤
ふじ

田
た

　 碧
あお

男 正人

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人
藤 川 小西　とせ 92 近良
小長井 池下　誠一 63 中山 隆司
藤 川 太田　長次 75 花江
柳 三 鳥澤　よね 91 孝史
上長尾 小坂りきよ 99 野本 伸子
藤 川 長屋　美江 92 竹野 克彦
久野脇 松下　まき 98 実
上長尾 鈴木　いと 95 諭
接 岨 月タマエ 87 望月 貢

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。
■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町の窓
口（本庁・総合支所）で受け付けた分のみ
掲載しています。
 生活健康課☎（56）2222

松
下
松
下  

結結ゆゆ

月月づ
き
づ
き  

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

父：芳樹　母：陽子
　結月、１歳のお誕生日おめ
でとう！！結月が生まれてき
てくれて、家の中が更に賑や
かで楽しくなりました。あり
がとう♡これからも結月が大
好きなねえね、にいにと一緒
にすくすくと大きくなって
ね。これからの成長も楽しみ
だよ。

Ｈ
27
・
９・
14　

柳
三

１歳になったばかりのお友達を紹介
生まれてくれてありがとう

　８月 27 日、町内の園芸愛好
者でつくる「園芸友の会」は、
このたび町内にて発見された
「在来そば」の種まきを、桑野
山区にある町営桑野山特定農地
（町が貸し出している農地）で
行いました。
　このそばの種は、昭和 21 年
に接岨地区で収穫された後、佐
藤公敏さん（接岨区）宅の蔵で
70年にわたって保管されていたものです。
　同会は、佐藤さん宅での剪定作業をきっかけにこの種の存
在を知り、今夏に種の発芽テストと桑野山農地における別品
種の夏そばの試験栽培を成功させました。
　この日は、同会メンバー５人が、50平方㍍２面分の農地
にまんべんなく種をまき、耕運機で土と混ぜ合わせました。
　順調に育てば 10月上旬には収穫できるとのことで、同会
の山本亘一会長（奥泉区）は「今回の桑野山での栽培はあく

まで試験的なもので、成功し
たら次は接岨地区での栽培
に挑戦したい。将来的には、
この幻の在来そばの復活が
『地産地消のおもてなし』に
つながることで、接岨温泉
郷の活性化の一助となれば」
と笑顔で抱負を話しました。

実実れ、「幻の在来そば」れ、「幻の在来そば」

▼
非
常
食
を
日
常
食
に

　

先
日
、
２
泊
３
日
の
日
程
で

南
ア
ル
プ
ス
連
峰
の
縦
走
に
初

挑
戦
し
た
。
山
小
屋
で
の
夕
食

は
、
お
湯
を
注
い
で
戻
す「
ア

ル
フ
ァ
米
」。
登
山
愛
好
者
で

な
け
れ
ば
防
災
訓
練
の
炊
き
出

し
程
度
で
し
か
食
べ
る
機
会
は

無
い
が
、
今
、
こ
う
し
た
非
常

用
の
食
料
を
日
常
生
活
の
中
で

消
費
し
な
が
ら
補
充
・
備
蓄
す

る「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
」の
考
え
方
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
災
害
時
に
、
普
段

か
ら
食
べ
慣
れ
て
い
る
も
の
を

口
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

き
っ
と
気
持
ち
も
落
ち
着
く
は

ず
。
こ
の
よ
う
に
非
常
事
態
を

日
常
生
活
の
先
に
見
据
え
て
備

え
を
進
め
る
こ
と
は
、
誰
も
が

無
理
な
く
始
め
ら
れ
る「
自
助
」

の
形
な
の
で
は
。　

梶
山
雄
紀

編
集　

記
幸

順調な生育を願い、ていねい
に種をまいた同会メンバー。

いずれは観光客に「そばがき」
として提供できたら、と笑顔
で思いを語り合う。

いずいずれいずれいずれいずれいずれいずれいずいずれは観光は観光は観光は観光は観光観光観光は観光観光観光観観光観光観光観光観 客に「客に「客に客に客に客に客に客に「そばがそばがそばそばがそばがそばがそばがそばがそばがそばそばがそばがそばががそばがそそばがそばばがばがそ きき」き」き」き」きき」き」」」きき」きき

会会会会会会会会会会一会会会会会会一会一会会会長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
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「木の駅かわね」山の日記念イベントへ参加 
　伐倒作業見学、玉切り作業体験、道具箱、巣箱、貯金箱の木工芸品教
室の３部構成で行われました。 
　写真は伐倒作業体験の様子で、倒れた木の切り株を見ています。辺
材（白いところ）で根からの水を吸い上げ、心材（赤いところ）は活動を
停止して眠っている状態です。これは木が最小限の活動で済ます工夫
で、１年で年輪をひとつずつ増やして大きくなり、これによって何十
年も生きていくことができます。 

川根本町夏祭りウィーク 
　川根本町はお祭りがたくさんありますね。８月だけで６回ものお祭
りを訪れました。特に手筒花火が最も印象深く、静岡県出身ですが初
めて見ました。本町に限らず、全国の田舎のお祭りでは、人口減少、担
い手の不足に伴い、お祭り存続問題が起きています。国指定の重要文
化財のお祭りでも取りやめてしまったものがあるようです。お祭りは
地域に活力を与える点においても重要なものですので、何とか続けて
いきたいですね。 

寸又峡と接岨峡を散策 
　寸又峡プロムナードは大人気ですね。夏休みが終わった頃の平日で
したが、チンダル湖にかかる夢の吊橋には、多くのお客さんがいらっ
しゃいました。ただ、夢の吊橋以外でお客さんに出会うことがほとんど
なく、良い所であっても、なかなか足を運んでもらえないことを実感し
ました。トーマスフェアも同じことが言え、ここでちょっとした工夫を
するだけで、変わってくる可能性がありますので、何か貢献できる工夫
をしていきたいです。 

都市部から地方へ移り住み、地域課題の解決
やさらなる活性化のために活動する「地域お
こし協力隊」。１カ月に１度（＝ツキイチ）、日
頃の活動の様子を皆さんにお伝えします。

川根本町地域おこし協力隊　　　検索ブログも更新中！

今月のまとめ 
　８月は、休日でもイベントやオリンピックなどが重なり、寝不足の連続で体は大変でしたが、楽しい１カ月でし
た。イベントでは多くの方と知り合ったり、普段役場で話をしない方とも話ができ、とても良い機会ですので、今後
も積極的に参加していきます。現在、木を使った企画をしていて、関連業者への訪問などを行っています。次回はそ
の内容を少しご紹介したいと思います。

地域おこし協力隊
田村 渉 の

ツキイチ活動日誌

たむら　 わたる

たむら・わたる /焼津市出身。首都圏の地図製作会社にて地図や観光情報データベースの開発業務などを担当。その後、北海道に
て自然体験プログラムやエコツアー、環境保全活動などの企画・運用の研修を経験。趣味は登山・スキー・旅行・将棋・麻雀。

～Vol.２～

決
お
日

決
お
日
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